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先
進
地
行
政
視
察
報
告

市
町
村
ご
と
に
運
行
地
域
を
設
定
し
、
地

域
間
の
移
動
は
路
線
バ
ス
、
地
域
内
の
移

動
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
役
割
を
分
担
し
て

い
る
。

　

導
入
時
の
初
期
経
費
は
、
予
約
シ
ス
テ

ム
の
機
器
買
取
り
か
ら
48
百
万
円
程
で

あ
っ
た
が
、「
地
域
公
共
共
通
活
性
化
・
再

生
総
合
事
業
補
助
金
」
な
ど
の
活
用
で

12
百
万
円
程
の
負
担
で
止
ま
っ
て
い
る
。

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
維
持
管
理
費
は
、
予

約
セ
ン
タ
ー
運
営
や
運
行
業
務
な
ど
で
年

間
６
千
万
円
程
が
か
か
る
が
、
過
疎
対
策

事
業
債
を
活
用
し
100
万
円
程
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

　

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
有
効
な
交

通
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
実
情

に
沿
っ
て
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

行政視察（福岡県八女市）

委 員 会 報 告先 進 地 行 政 視 察

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で

は
、
５
月
18
〜
20
日
ま
で
、
佐

賀
県
唐
津
市
と
福
岡
県
春
日

市
の
取
組
み
を
学
ん
で
来
ま

し
た
。

　

唐
津
市
の
「
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
」
は
、
元
気
な

高
齢
者
を
増
や
す
の
が
目
的

で
介
護
施
設
な
ど
で
行
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ポ
イ

ン
ト
化
し
、
介
護
保
険
料
に
転
換
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
実
質
的
に
保
険

料
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

参
加
で
き
る
の
は
、
65
歳
以
上
に
限
定

さ
れ
、
活
動
内
容
は
介
護
施
設
等
で
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
へ
の
参
加
支
援
や
食

堂
内
の
配
膳
・
下
膳
の
補
助
な
ど
職
員
と

と
も
に
行
い
ま
す
。

　

南
相
馬
市
で
も
平
成
29
年
度
か
ら
「
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
」（
新
し
い

総
合
事
業
）
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
よ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

南
相
馬
市
は
介
護
人
材
の
不
足
が
深
刻

な
だ
け
に
、
元
気
な
高
齢
者
へ
の
期
待
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
社
会
参
加
活
動
と
し
て
生
き
が
い
が

感
じ
ら
れ
、
無
理
な
負
担
と
な
ら
な
い
範

囲
と
な
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

次
に
春
日
市
の
「
教
育
委
員
会
改
革
」

の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
改
革

の
基
本
理
念
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
に
よ
る
子
ど
も
の
育
成
で
す
。
予
算

執
行
権
を
教
育
委
員
会
か
ら
各
学
校
へ
委

譲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
計
画
が
具
体

的
で
実
践
的
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
と
向

き
合
う
時
間
を
作
る
た
め
に
、
教
職
員
の

多
忙
化
対
策
と
し
て
提
出
物
の
削
減
や
教

育
長
の「
学
校
出
前
ト
ー
ク
」の
導
入
な
ど
、

教
職
員
自
ら
工
夫
、
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
中
学
校
区
単
位
で
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
三
者
連
携
の
学
校
経
営
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
が
導
入
さ
れ
、

教
育
委
員
会
議
の
審
議
が
深
ま
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
教
育
委
員
会
が

連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
大
変
素

晴
ら
し
い
活
動
で
す
。

　

今
回
の
研
修
を
生
か
し
、
南
相
馬
市
の

実
情
に
あ
っ
た
形
で
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

行政視察（福岡県春日市）

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て

佐
賀
県
小
城
市（
５
月　

日
）

　

返
礼
品
の
充
実
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
係
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
専
門
コ
ー
ナ
ー
の
利
用

で
、
寄
付
の
申
込
件
数
と
金
額

が
飛
躍
的
に
増
加
し
、
平
成
27

年
度
の
申
込
件
数
は
４
万
件
、

受
納
額
は
14
億
超
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
費
用
は
、
返
礼

品
費
や
広
告
費
な
ど
に
約
65
％
が
支
出
さ

れ
て
い
る
。

　

運
営
は
、
観
光
協
会
と
連
携
し
、
受
付
、

受
納
証
明
書
発
行
、
広
報
な
ど
を
市
が
、

返
礼
品
選
定
、
発
送
な
ど
を
観
光
協
会
が

分
担
し
て
い
る
。

　

寄
付
額
の
増
加
は
、
返
礼
品
を
扱
う
業

者
の
商
業
意
欲
の
向
上
と
市
の
ア
ピ
ー
ル

に
繋
が
っ
て
い
る
な
ど
一
定
の
効
果
は
み

ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
担
当
職
員
の
増
員

や
関
心
を
持
た
れ
る
㏚
記
事
の
継
続
掲
載

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

過
度
な
返
礼
品
競
争
に
陥
る
こ
と
な
く
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
理
念
を
堅
持
し
、
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

「
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
に
つ
い
て

福
岡
県
八
女
市
（
５
月　

日
）

　

市
内
に
点
在
す
る
公
共
交
通
空
白
地
域

の
解
消
を
目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

導
入
に
当
た
っ
て
は
、
年
間
20
万
人
が

利
用
す
る
幹
線
路
線
バ
ス
の
維
持
と
地
域

間
移
動
の
確
保
に
配
慮
し
、
合
併
前
の
旧

総務常任委員会総務常任委員会
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先
進
地
行
政
視
察
報
告
・
政
務
活
動
費
精
算
一
覧

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
で

は
、
５
月
18
日
よ
り
20
日
ま
で

の
３
日
間
、
北
海
道
帯
広
市
と

平
取
町
に
お
い
て
先
進
地
行
政

視
察
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
帯
広
市
役
所
内
に

お
い
て
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と

か
ち
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。

　

帯
広
市
は
、
恵
ま
れ
た
土

地
条
件
を
背
景
に
、
輪
作
体
系
に
基
づ
き
、

日
本
の
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
十
勝
19
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る

定
住
自
立
圏
構
想
に
い
て
中
心
市
と
な
り
、

平
成
23
年
９
月
に
策
定
し
た
「
十
勝
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
け
る
産
業

振
興
分
野
の
中
で
は
、
十
勝
が
開
拓
以
来

培
っ
て
き
た
地
域
特
性
を
活
か
し
て
、「
農

林
水
産
業
」
や
「
食
」
を
柱
と
す
る
地
域

産
業
施
策
を
行
う
た
め
の
旗
印
と
し
て
、

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
「
オ
ー
ル
十

勝
」
で
推
進
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
展
開
す
る

に
あ
た
り
、
①
農
林
漁
業
を
成
長
産
業
に

す
る　

②
食
の
価
値
を
創
出
す
る　

③
十

勝
の
魅
力
を
売
り
込
む
と
い
う
３
つ
の
柱

が
掲
げ
ら
れ
、
更
に
、
取
り
組
み
の
方
向

性
を
示
す
19
の
施
策
を
定
め
、
こ
れ
ら
に

よ
り
食
と
農
林
漁
業
の
集
積
拠
点
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
の
推

進
が
、
新
た
な
企
業
の
創
業
や
地
元
企
業

の
事
業
拡
大
に
つ
な
が
り
、
強
い
て
は
ま

ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
基
本
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

次
に
平
取
町
役
場
に
お
い
て
「
農
業
担

い
手
育
成
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
研
修

い
た
し
ま
し
た
。
平
取
町
は
、
北
海
道
の

中
で
も
降
雪
量
が
少
な
く
、
夏
に
冷
涼
な

気
候
は
ト
マ
ト
づ
く
り
に
最
境
で
あ
り
、

町
を
あ
げ
て
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
で
１
万
２
千
ト

ン
、
販
売
額
は
42
・
５
億
円
を
超
え
、
主

に
関
西
方
面
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
、
平
取

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
中
で
は
、
複
合
作
物
と
し
て
の

ト
マ
ト
の
導
入
経
過
や
後
継
者
対
策
、
新

規
就
農
支
援
な
ど
の
重
要
施
策
に
つ
い
て

研
修
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
本
市
に
も
活
か
せ
る
面
も
あ
る
こ

と
か
ら
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

建設経済常任委員会建設経済常任委員会

行政視察（北海道平取町）

平成２7年度政務活動費精算一覧を公表します平成２7年度政務活動費精算一覧を公表します
（単位：円）

会派名 友和会 改革クラブ 尚友会 日本共産党議員団 無会派 無会派 無会派 無会派 無会派

総
合
計会派構成

今村　裕　細田　廣
山田雅彦　平田　武
鈴木昌一　中川庄一
田中一正　　　　　

渡部　一夫
小川　尚一
竹野　光雄
鈴木　貞正
田中　京子

太田　淳一
但野　謙介
門馬　和夫

渡部　寛一
荒木千恵子 岡﨑　義典 大山弘一 奥村　健郎 志賀　稔宗 水井　清光

収
入
内
訳

会派への交付額 1,260,000 900,000 540,000 360,000 180,000 180,000 180,000 180,000 180,000 3,960,000
預 金 利 子 56 35 62 50 8 26 25 18 9 289

会派の収入合計（A） 1,260,056 900,035 540,062 360,050 180,008 180,026 180,025 180,018 180,009 3,960,289

支
出
内
訳

調査研究費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
研 修 費 912,394 541,110 0 0 299,860 91,365 127,594 43,820 127,594 2,143,737
広 報 費 322,000 538,324 568,822 438,324 0 81,172 146,070 46,000 0 2,140,712
広 聴 費 0 1,600 1,800 0 0 0 0 0 0 3,400
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
会 議 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資料作成費 0 0 0 0 0 0 0 21,930 0 21,930
資料購入費 0 0 0 0 60,531 0 0 68,650 0 129,181
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会派の支出合計（B） 1,234,394 1,081,034 570,622 438,324 360,391 172,537 273,664 180,400 127,594 4,438,960
収支差引額（A－B）※1 25,662 △ 180,999 △ 30,560 △ 78,274 △ 180,383 7,489 △ 93,639 △ 382 52,415 △ 478,671
市への返還額 25,662 0 0 0 0 7,489 0 0 52,415 85,566

※1　交付額を超える支出（収支差引額）については、各会派の負担となります。


